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宇都宮都市計画道路の変更 

 

 

１・５・１号 大谷スマートインターチェンジ上り線 

１・５・２号 大谷スマートインターチェンジ下り線 

３・２・１０１号 大通り 

 

（栃木県決定） 

 

７・７・１０１号 大谷スマートインターチェンジ側道１号線 

７・７・１０２号 大谷スマートインターチェンジ側道２号線 

７・７・１０３号 大谷スマートインターチェンジ側道３号線 

７・７・１０４号 大谷スマートインターチェンジ側道４号線 

７・７・１０５号 大谷スマートインターチェンジ側道５号線 

３・５・１０９号 中丸野沢線 

 

（宇都宮市決定） 

 

議案第３号 
議案第２号・第３号 説明資料 
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１・５・１号   大谷スマートインターチェンジ上り線   （県決定） 
１・５・２号   大谷スマートインターチェンジ下り線   （県決定） 
３・２・１０１号 大通り                 （県決定） 
７・７・１０１号 大谷スマートインターチェンジ側道１号線 （市決定） 
７・７・１０２号 大谷スマートインターチェンジ側道２号線 （市決定） 
７・７・１０３号 大谷スマートインターチェンジ側道３号線 （市決定） 
７・７・１０４号 大谷スマートインターチェンジ側道４号線 （市決定） 
７・７・１０５号 大谷スマートインターチェンジ側道５号線 （市決定） 
３・５・１０９号 中丸野沢線               （市決定） 

 

 

本市では，人口減少や少子・超高齢社会にあっても「将来にわたり持続的に発展していくまち」の

実現を目指し，都市や地域の成り立ちを踏まえた本市独自の連携・集約型による「ネットワーク型コ

ンパクトシティ」の形成を理念に掲げ，まちづくりを進めている。 

その実現にあたっては，中心市街地や各地域の既存コミュニティなどに，地域特性を踏まえた各種

の都市機能が集積する「拠点化（都市拠点，地域拠点，産業拠点，観光拠点）」を促進するとともに，

鉄道やＬＲＴなど本市の骨格となる交通網から，日常生活に身近な移動を支える交通網まで，階層性

を有する公共交通のネットワークや３環状１２放射道路を軸とした道路ネットワークの構築による

「ネットワーク化」を促進することで，人々が集い，賑わい，憩うことのできる環境や，人々が安心

して便利で快適に暮らし続けることができる環境が将来にわたって持続可能な都市を目指している。 

 

 

「ネットワーク型コンパクトシティ」の実現に向け，第６次宇都宮市総合計画における「交通の未

来都市」の実現に向けた戦略事業として，「大谷スマートインターチェンジ（以下「大谷スマートＩ

Ｃ」という。）」の整備を推進している。 

本市は，南北方向には東北自動車道，国道４号，東西方向には北関東自動車道が通るなど，広域的

な主要交通が交差する要衝にあり，商業・業務機能や行政機能，交流機能をはじめとする諸機能が集

積した中心市街地を「都市拠点」に，重要文化財に指定されている大谷寺や平和観音などの歴史と自

然を生かした多くの観光資源が広がる北西部の大谷周辺地域を「観光拠点」に位置付けている。また，

その拠点間を結ぶ主要地方道宇都宮今市線（通称：大谷街道）が地域連携交流軸として機能している。 

しかし，本市の中心市街地等からの高速道路へのアクセスは，宇都宮ＩＣ，鹿沼ＩＣ等があるが，

いずれも，宇都宮環状線の内側の混雑度が高く渋滞が発生していることから，円滑な交通環境の形成

によるアクセス環境の向上が求められている。 

そのような中，東北自動車道と主要地方道宇都宮今市線を大谷スマートＩＣにより接続することで，

利用圏域の拡大や広域ネットワークの形成による移動時間の短縮を図ることなどにより，周辺地域の

利便性向上はもとより，「都市拠点」・「観光拠点」へのアクセス向上による地域振興，混雑緩和によ

る円滑な交通環境の形成，防災機能の強化など，本市のまちづくりに多くの効果が期待でき，また，

大谷スマートＩＣの上り線及び下り線に沿って区画街路を整備することで，地域交通の円滑な処理や

周辺地域からスマートＩＣへのアクセス性の向上が見込まれる。 

そのようなことから，大谷スマートＩＣ上り線及び下り線（自動車専用道路）と関連する幹線街路

及び区画街路を一体的に都市計画に位置付けるものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇都宮都市計画道路の変更について 

１．宇都宮市が目指す将来の姿 ～ネットワーク型コンパクトシティ～ 

 

２．大谷スマートインターチェンジとまちづくり 

 

３．都市計画案について 

 

○宇都宮都市計画道路の変更（栃木県決定，宇都宮市決定） 

赤字 宇都宮市決定 

黒字 栃木県決定 

 

総括図 

 

議案第２号 

議案第３号 

議案第２号・第３号 説明資料１ 
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宇都宮都市計画道路 

 自 動 車 専 用 道 路 総延長 車線数 代表幅員 内 容 決定権者 

 1･5･1 号 大谷ｽﾏｰﾄｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ上り線 
約 430m 2 14.5m 

自動車専用道路 

ｽﾏｰﾄｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ 1 か所 
県 

（宝木町 2丁目～宝木町 2丁目） 

1･5･2 号 大谷ｽﾏｰﾄｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ下り線 
約 350m 2 14.5m 

自動車専用道路 

ｽﾏｰﾄｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ 1 か所 
県 

（駒生町～駒生町） 

区 画 街 路 総延長 車線数 代表幅員 内 容 決定権者 

 7･7･101 号 大谷ｽﾏｰﾄｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ側道 1号線 
約 400m - 5.0m 区画街路 市 

（宝木町 2丁目～宝木町 2丁目） 

7･7･102 号 大谷ｽﾏｰﾄｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ側道 2号線 
約 430m - 5.0m 区画街路 市 

（宝木町 2丁目～宝木町 2丁目） 

7･7･103 号 大谷ｽﾏｰﾄｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ側道 3号線 
約 610m 2 7.0m 区画街路 市 

（駒生町～宝木町 2丁目） 

7･7･104 号 大谷ｽﾏｰﾄｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ側道 4号線 
約 120m - 5.0m 区画街路 市 

（駒生町～駒生町） 

7･7･105 号 大谷ｽﾏｰﾄｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ側道 5号線 
約 320m 2 7.0m 区画街路 市 

（駒生町～駒生町） 

幹 線 街 路 総延長 車線数 代表幅員 内 容 決定権者 

 3･2･101 号 大通り 
約 6,480m 4 30.0m 

区域の変更 

（一部区間の延伸） 
県 

（川向町～駒生町） 

3･5･109 号 中丸野沢線 
約 3,100m 2 12.0m 

区域の変更 

（一部区間の拡幅） 
市 

（駒生町～野沢町） 

４．スケジュール 

 位置図（延伸・拡幅区間） 

⑧ 大通り 

⑨ 中丸野沢線 

 

位置図（新規路線） 

① 大谷スマートインターチェンジ上り線 

② 大谷スマートインターチェンジ下り線 

 

③ 大谷スマートインターチェンジ側道１号線 

④ 大谷スマートインターチェンジ側道２号線 

⑤ 大谷スマートインターチェンジ側道３号線 

⑥ 大谷スマートインターチェンジ側道４号線 

⑦ 大谷スマートインターチェンジ側道５号線 

 

都
市
計
画
審
議
会 

(

市
：
平
成
31
年
1
月
18
日) 

(

県
：
平
成
31
年
2
月
5
日) 

案
の
縦
覧
に
伴
っ
て
提
出
さ
れ
た
住
民
等
の 

意
見
を
考
慮
し
，
案
を
審
議 

都
市
計
画
決
定(

変
更)

の
告
示 

審
議
会
で
の
議
を
経
て
決
定 

赤字 県決定 

青字 市決定 

 

都
市
計
画
案
の
縦
覧 

(

平
成
30
年
12
月
7
日
～
12
月
21
日) 

市
役
所
都
市
計
画
課
・
県
庁
都
市
計
画
課
・ 

宇
都
宮
土
木
事
務
所
で
縦
覧 

都
市
計
画
案
の
作
成 

公
聴
会
の
開
催 

(

平
成
30
年
9
月
13
日) 

城
山
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催 

市
役
所
14
大
会
議
室
で
開
催 

意見公述 

（意見申出書の

提出の際に希望

した者） 

都
市
計
画
素
案
の
縦
覧 

(

平
成
30
年
8
月
17
日
～
8
月
31
日) 

市
役
所
都
市
計
画
課
・
県
庁
都
市
計
画
課
・ 

宇
都
宮
土
木
事
務
所
で
縦
覧 

都
市
計
画
素
案
の
説
明
会 

(
平
成
30
年
8
月
17
日) 

と
ち
ぎ
健
康
の
森
で
開
催 

意見申出書の 

提出ができる 

とともに 

公述申出受付 

都
市
計
画
素
案
の
作
成 

意見書の 

提出ができる 



1 

 

 

平成 31 年 1 月 18 日 第 76 回 宇都宮市都市計画審議会説明資料  

宇都宮都市計画道路の変更に係る意見書の概要(宇都宮市長に提出されたもの) 

 

1 縦覧期間 ： 平成 30 年 12 月 7 日から同月 21 日まで 

 

2 意見書の提出者数 ： 41 名（総意見数：119 件） 

  ※ 意見数については，重複あり 

 

3 意見の要旨と都市計画決定権者の見解 

分類 

（意見数） 
意見の要旨 意見に対する見解 

1 

スマートＩ

Ｃの計画及

び設置位置

に関する意

見 

（31 件） 

 

 

 

 

・多額の税金を投資して

整備する必要がない。 

 

 

 

 

・大谷ＰＡに整備した方

が良い。 

・スマートＩＣの設置位

置について疑問がある。 

・大谷スマートＩＣの設置により，本市への高速道路からの利用圏

域が拡大するとともに，「都市拠点」・「観光拠点」へのアクセス向

上による地域振興や救急救命活動への支援，防災機能の強化など，

様々な整備効果が見込まれることから，本市が目指す「ネットワ

ーク型コンパクトシティ」を実現するため重要な施設である。 

 

・スマートＩＣについては，大谷ＰＡへの接続や高速道路から幹線

道路へ直結する複数案について，アクセス性や経済性，地域振興

等の整備効果のほか，周辺道路や生活環境への影響など，様々な

視点から検討した結果，大通り（大谷街道）への接続が最も効果

的であると判断している。 

2 

スマートＩ

Ｃ周辺の交

通安全に関

する意見 

（2件） 

 

・歩道や通学路の安全性

について懸念がある。 

・大谷スマートＩＣの整備に併せて，通学路となっている大通り（大

谷街道）や市道８６３号線（山崎街道）の歩道整備を行うなど，

歩行者の安全対策を実施している。今後も，地域住民の意見を伺

いながら，必要な対策を実施していく予定である。 

3 

周辺道路の

整備に関す

る意見 

（22 件） 

 

・スマートＩＣの整備に

より周辺道路の交通量

が増加し，さらなる渋滞

や事故の増加が懸念さ

れる。 

 

・大通り（大谷街道）は片

側１車線で整備してい

るが，それでは交通渋滞

の解消は望めない。 

 

 

 

 

・大通り（大谷街道）とス

マートＩＣの整備時期

について整合が取れて

いない。 

・大谷スマートＩＣの整備による周辺の道路交通については，円滑

な道路交通を確保するため，大通り（大谷街道）や中丸野沢線な

どの幹線道路について，スマートＩＣ供用前の整備完了を目指し，

拡幅や交差点改良等の整備を進める。 

 

 

・大通り（大谷街道）については，現在の渋滞状況や大谷スマート

ＩＣの整備による交通量増加を考慮し，標準幅員２０ｍ（東北縦

貫自動車道交差部２３ｍ）に拡幅し，主要交差点の右折車線設置

や沿道の施設及び宅地へ右折する車両の待機スペースの確保，並

びにバス停車時における後続車の円滑な交通を確保するためのバ

ス停車帯の設置などの整備を行うことで，交通の円滑化に対応し

ていく。 

 

・大通り（大谷街道）のうち，大谷スマートＩＣ整備に影響する区

間については，スマートＩＣ供用前の整備完了を目指しており，

その他の区間についても引き続き整備に取り組んでいく。 
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4 

住環境に関

する意見 

（33 件） 

・騒音や振動，日照障害や

通風障害が生じること

で，住環境が悪化する。 

 

 

・地域コミュニティが分

断され，景観が損なわれ

るだけでなく日常的に

強い圧迫感を感じるこ

とになる。 

・大谷スマートＩＣの整備に伴う，住環境への影響については，自

主調査を実施しており，遮音壁の設置などの対策を講じることで，

各種基準値を下回ることを確認している。今後の整備においても，

住環境に配慮しながら必要な対策を検討していく予定である。 

 

・地域コミュニティが確保されるよう，大谷スマートＩＣと既存

の生活道路との交差部を立体化し，また，圧迫感を感じないよ

う，大谷スマートＩＣの両側に側道を設けることで一定の距離

を確保していく。 

5 

地元合意に

関する意見 

（29 件） 

・地元の反対を受けるた

びに計画のルートが変

更される。 

 

 

・周辺住民に対する説明

や対応が不十分である。 

・周辺住民の意見を無視

した計画の進め方に納

得ができない。 

・大谷スマートＩＣのルートについては，平成２７年２月の事業説

明会において「概略ルート」を提示し，その後，地形測量や詳細

設計を実施し，平成２８年度以降に採用された新たな料金所形式

を採用した「計画ルート」を提示したものである。 

 

・本事業については，平成２５～２７年度にかけて，地権者や周辺

住民を対象とした，事業に関する説明会を３回にわたり開催する

とともに，昨年８月１７日には都市計画の手続きも含めた説明会

を開催している。また，それらと併せて，地権者や隣接地権者へ

の個別による説明なども実施し，理解促進に取り組んできた。今

後も，事業実施に向けて，地権者や周辺住民に十分な説明を行い

ながら事業に取り組んでいく。 

6 

その他 

（2件） 

・大谷地域や市街地の具

体的な活性化計画を示

すべき。 

 

 

 

 

 

・スマートＩＣを大谷街道に接続させることで，中心市街地や観光

拠点へダイレクトにアクセスすることが可能となり，それらの地

域との道路ネットワークの強化が図れることに加え，ろまんちっ

く村や日光・鬼怒川等の近隣観光地を有機的に結ぶ，新たな観光

ルートの創出にも寄与するものと考えている。また，観光拠点に

おける「観る」「食べる」「遊ぶ」といった魅力を持った積極的な

観光地づくりを支援する施設として地域活性化へ大きく貢献する

ものである。 

 


